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金
滞
古
蹟
志
巻
十
五

住
し
、
酒
治
を
商
議
し
て
連
綿
せ
り
。
邸
内
に
鑑
水
の
井
戸
あ
り
。

甚
だ
清
呆
に
て
、
共
の
井
戸
予
v
今
存
在
す
。
そ
の
か
み
此
の
井
水
を

以
て
酒
を
隠
す
に
、
犀
川
の
菊
水
に
も
勝
り
け
ん
、
酒
家
犀
川
口
の

名
酒
第
一
等
と
賞
美
し
て
、
共
の
名
高
か
り
し
か

E
、
文
化
の
頃
に

至
り
子
孫
衣
第
に
零
落
し
、
遂
に
酒
遁
を
も
慶
し
て
、
家
屋
を
寅
却

し
退
去
せ
り
。
弘
化
i

嘉
永
の
頃
、
笹
屋
藤
右
衛
門
と
て
、
金
滞
町
合

所
に
古
乎
肝
煎
を
勤
め
居
た
る
者
、
則
ち
其
の
子
孫
た
り
と
い
へ

り
。
河
原
町
の
釜
屋
が
邸
地
は
、
河
原
町
の
中
程
・
な
る
雨
側
に

τ‘

釜
屋
小
路
へ
入
る
右
側
の
角
へ
か
け
そ
の
奮
地
に
し
て
、
釜
屋
退
去

の
後
数
家
に
分
割
せ
ら
れ
た
り
。
伎
の
盤
泉
怠
る
井
戸
は
前
通
り
に

あ
り
て
、
今
に
至
り
盤
水
た
り
と
い
へ
ど
、
近
〈
家
屋
を
段
ち
、
往

来
脇
な
る
明
屋
敷
に
あ
り
と
ぞ
。

O
大

工

町

此
の
一
町
は
、
奮
藩
園
初
以
来
大
工
共
の
邸
地
に
賜
は
り
け
る
拝
領

地
に

τ、
往
昔
は
一
町
大
工
職
の
者
の
み
居
住
せ
し
か
ど
、
子
孫
断

絶
せ
し
大
工
、
或
は
零
落
し
て
家
屋
を
段
ち
地
所
を
指
上
げ
て
退
去

せ
し
者
た
ど
の
邸
地
は
更
に
地
子
地
と
し
、
平
人
入
交
り
て
居
住
す

る
事
と
成
り
た
り
と
い
へ
り
。
故
に
慶
藩
前
ま
で
は
大
工
肝
煎
の
裁

者
一
人
に
五
拾
歩
宛
.
今
町
・
中
町
・
修
理
谷
坂
廷
漣
之
内
大
縄
に
市

辞
下
、
則
共
所
を
大
工
町
与
相
唱
申
候
。
其
後
文
総
年
中
肝
煎
役
被
a

仰
付
一
高
麗
御
陣
之
箇
組
下
大
工
召
逮
罷
越
し
御
用
相
勤
め
、
伏
見

御
披
御
普
請
御
用
相
勤
む
。
慶
長
年
中
闘
ク
原
御
陣
其
外
大
坂
御
陣

雨
度
共
御
供
仕
申
候
。
共
問
者
御
挨
持
方
・
手
間
料
銀
共
歩
下
候
。

右
御
判
紙
寛
永
八
年
四
月
金
海
大
火
事
之
時
分
設
=
類
焼
一
所
持
不
b

仕

候
。
同
年
右
拝
領
屋
敷
所
替
被
昌
仰
付
一
才
川
大
工
町
・
出
大
工
町
・
浅

野
川
観
音
町
に
而
代
地
被
v
下
。
共
後
微
妙
公
小
松
h
御
隠
居
被
v
遊

候
時
分
.
右
大
工
之
内
三
・
四
年
も
罷
越
し
、
共
内
妻
子
共
引
越
し
、

金
揮
の
家
・
屋
敷
紫
人
に
貸
渡
候
慮
、
共
分
被
a
召
上
弘
子
地
に
相
成

り
、
蛍
時
相
残
候
分
五
拾
二
府
御
座
候
。
外
に
地
子
地
之
内
に
而
‘

近
年
御
扶
持
人
御
大
工
並
御
扶
持
方
大
工
拝
領
之
跡
屋
敷
、
大
工
肝

煎
裁
許
に
被
昌
仰
付
-
候
分
共
都
合
五
拾
四
軒
、
只
今
以
て
人
裁
許
仕

申
候
。
共
外
役
之
町
・
地
子
町
に
罷
在
候
金
津
組
大
工
共
、
三
百
人
飴

職
分
裁
許
仕
候
。

一
、
二
代
目
六
助
儀
‘
父
存
命
之
内
よ
り
御
用
相
勤
罷
在
り
、
微
妙

公
御
代
元
和
年
中
肝
煎
役
被
昌
仰
付
一
父
同
様
相
勤
申
候
慮
、
骨
崎
昌
役

料
-
御
一
切
米
ニ
拾
俵
、
作
斜
之
外
に
被
v
下
、
明
暦
三
年
江
戸
大
火
事

金
滞
古
蹴
志
巻
十
五

八

許
の
者
と
、
地
子
肝
煎
の
裁
許
の
者
と
雨
様
あ
り
し
が
、
大
工
職
の

《
祖
怖
》

者
多
く
居
住
せ
り
。
按
宇
る
に
、
一
万
和
九
年
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、

大
工
町
但
拝
領
地
入
組
有
v
之
o
と
見
b
た
れ
ば
、
元
騰
の
頃
既
に
地

子
地
の
邸
地
入
交
り
て
、
大
工
臓
と
鰭
職
人
等
と
雑
居
せ
し
事
知
ら

れ
け
り
。
畿
圏
公
年
譜
に
、
享
保
十
八
年
四
月
廿
六
日
犀
川
川
除
町

よ
り
出
火
、
大
エ
町
百
十
軒
類
焼
‘
内
五
十
三
軒
大
工
肝
煎
支
配
。

と
あ
り
。
さ
れ
ば
此
の
頃
は
一
町
の
内
大
工
葬
領
地
は
五
十
三
戸
た

り
し
と
と
知
ら
る
。
或
は
云
ふ
。
貸
暦
九
年
四
月
の
火
災
に
も
一
町

悉
く
焼
失
し
て
‘
大
工
臓
の
者
家
屋
再
遁
設
し
粂
ね
け
る
も
の
、
邸

地
を
返
上
し
て
他
所
へ
移
柑
押
し
、
此
の
時
よ
り
地
子
地
と
成
り
.
地

子
肝
煎
の
裁
許
に
属
せ
し
邸
地
踊
e
多
〈
成
り
た
り
と
い
へ
り
。

。
金
海
組
大
工
由
来

貞
享
二
年
参
議
中
将
網
紀
卿
穿
盤
に
付
き
、
金
滞
組
大
工
肝
煎
六
助

よ
り
溢
緯
せ
し
由
緒
書
左
の
如
し
。

私
先
祖
黒
川
六
助
儀
、
御
蛍
地
出
生
之
者
に
御
座
候
慮
、
高
徳
公
御

代
天
正
年
中
、
金
津
御
城
御
普
諦
御
用
並
他
国
御
陣
御
用
御
供
に
被
邑

召
謹
一
大
工
棟
取
役
被
a
仰
付
二
夫
正
十
二
年
御
帳
商
大
工
百
人
除
、

御
判
紙
を
以
て
屋
敷
拝
領
被
=
仰
付
一
一
棟
取
b
者
百
歩
、
仕
手
大
工
h

ltt
ド

u
h
q
h
t
u
-
-地
l

に
付
、
御
屋
敷
大
御
普
請
之
筒
、
犬
工
多
被
v
建
候
に
付
、
召
漣
罷

越
、
御
用
相
勘
申
候
。
高
治
元
年
御
逝
去
被
v
遊
侠
後
、
御
倹
約
に
而

右
御
米
御
指
省
、
作
料
迄
被
v
下
‘
漣
而
御
沙
汰
可
v
被
v
遊
皆
被
a

仰
出
-

候
庭
、
何
之
御
沙
汰
も
無
a
御
座
-
候
。

一
、
三
代
目
六
助
儀
、
高
治
二
年
肝
煎
役
被
昌
仰
付
一
同
年
江
戸
御
屋

数
御
普
諦
御
用
等
も
相
勤
め
、
延
寅
八
年
奉
ν
願
隠
居
仕
り
、
貞
享
元

年
病
死
仕
候
。

一
、
私
儀
延
賀
八
年
父
存
命
之
内
肝
煎
役
被
=
仰
付
一
一
穴
和
三
年
江
戸

御
屋
敷
御
普
請
御
用
等
相
勤
申
候
。

一
、
先
年
御
帳
商
大
ヱ
与
申
名
目
、
加
州
大
工
与
被
昌
仰
付
一
共
後
寛

永
十
二
年
金
津
御
披
御
作
事
多
御
座
候
時
、
加
賀
大
工
与
改
り
.
明

暦
三
年
江
戸
大
火
事
に
付
、
御
賞
地
よ
り
大
工
多
被
v
建
候
筒
、
金
棒

組
大
工
与
被
・
仰
付
-
候
。
右
之
趣
書
物
‘
寛
永
八
年
類
焼
之
棚
焼
失
仕

候。一
、
先
組
黒
川
六
助
儀
、
肝
煎
・
役
に
而
御
扶
持
人
御
大
工
並
に
、
御

切
米
五
拾
俵
作
料
之
外
に
被
v
下
候
悶
‘
本
多
安
房
守
股
・
横
山
山
城

守
殿
よ
り
御
作
事
御
奉
行
h
被
v
建
候
御
紙
面
.
並
共
後
右
御
紙
面
微

妙
公
b
入
a
御
一
覧
-
候
鹿
‘
軍
而
生
駒
内
膳
殿
・
今
枝
民
部
殿
よ
り
御
作

九




